





























How Wearing School Uniforms Affects the Behavior of
Male and Female High School Students in Tokyo Metropolitan
and Toyama Prefectures
Ju-hee SOHN and Rika MOTOBAYASHI*
Abstract
This study analyzed how school uniforms influence the behavior and lives of high school students by conducting
a questionnaire survey involving 811 male and female high school students in Tokyo Metropolitan and Toyama
Prefectures on the amount of their monthly allowance, present satisfaction levels, and school-uniform-wearing
behavior.
(1) “The average monthly allowance” is 4,587 yen for males in Toyama, 5,822 yen for males in Tokyo, 4,173 yen
for females in Toyama, and 7,369 yen for females in Tokyo. The allowance of males in Tokyo is 47% of what it
was 10 years ago, indicating that the students' financial condition is tight.
(2) “Satisfaction levels” for school uniforms are generally low with females in Toyama (10.7％), females in Tokyo
(17.7％), males in Toyama (18.6％); and males in Tokyo (17.4％). There is little difference in the satisfaction levels
for school uniforms between male students in Toyama and their Tokyo counterparts. The satisfaction level of fe-
male students in Toyama is significantly lower than that of female students in Tokyo, indicating that some coun-
termeasure is required.
(3) Factor analysis of the questionnaire items on “high school students' school-uniform-wearing behavior” ex-
tracted 5 factors for males: “clothing in disarray,” “desire for expressing individuality,” “attachment to uniforms,”
“how they look when they wear a uniform,” and “functionality of uniforms.” For females, one factor, “mana-
gement of uniforms,” was added to the above, making the number of factors six in total.
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1年生n ％ 2年生n ％ 3年生n ％ 計n ％
性 別 富 山 89 22.7 67 17.1 0 156 39.8
東 京 74 18.9 85 21.7 77 19.6 236 60.2
計（男子） 163 41.6 152 38.8 77 19.6 392 100
富 山 124 29.6 34 8.1 1 0.2 159 37.9
東 京 82 19.6 70 16.7 108 25.8 260 62.1
計（女子） 206 49.2 104 24.8 109 26 419 100
地域別 男 子 89 28.3 67 21.3 0 0 156 49.5
女 子 124 39.4 34 10.8 1 0.3 159 50.5
計（富山） 213 67.6 101 32.1 1 0.3 315 100
男 子 74 14.9 85 17.1 77 15.5 236 47.6
女 子 82 16.5 70 14.1 108 21.8 260 52.4
計（東京） 156 31.5 155 31.3 185 37.3 496 100
合計（全体） 369 45.5 256 31.6 186 22.9 811 100
お小遣い
月Mean
Yen円 Yen円 Yen円 Yen円
富 山 4688 4486 4587
東 京 5690 5866 5909 5822
平均（男子） 5022 5176 5909 5369
富 山 3686 4661 4173
東 京 5754 8509 7843 7369








































































平均値 SD 平均値 SD t値 p shortwords
1.制服のしわや，すそのほつれなどの型崩れが気
になるほうだ。
2.39 1.00 2.72 0.94 -4.95*** 1.型崩れが気になる
2.制服が型崩れしないように気をつけて着ている
ほうだ。
2.27 0.98 2.55 0.94 -4.16*** 2.型崩れ気を付ける
3.制服を着ている自分はかっこいい，かわいいと
思う。
1.76 0.83 1.63 0.76 2.26* 3.制服の自分良い
4.制服を着ている異性はかっこいい，かわいいと
思う。
2.53 1.01 2.44 0.92 1.40* 4.制服の異性良い
5.私服より制服の方が好きだ。 2.11 0.96 2.28 0.98 -2.51*** 5.私服より制服
6.3年間で体型が変わることを想定して，大きい
サイズの制服を購入している。
2.72 0.96 1.94 0.96 11.58*** 6.体型の変化を想定
7.入学後，サイズが合わなくなり制服を新しく買っ
たことがある。
1.72 1.06 1.39 0.84 4.98 7.新しく買った
8.身体にフィットする制服を着るように心がけて
いるほうである。
2.51 0.97 2.52 0.94 -0.13 8.身体にフィット
9.人と同じような見た目にしたくないほうである。 2.21 0.97 2.28 0.98 -0.94 9.人と同じは嫌
10.制服を着るときのカバンや靴は，派手にしてい
るほうである。
1.67 0.83 1.72 0.85 -0.85 10.カバンや靴は派手
11.衣替えの期間は，周りに合わせて制服を選ぶほ
うである。
2.40 1.08 2.53 1.01 -1.64 11.衣替えは合わせる
12.夏はシャツやブラウスから透けることを想定し
て，目立たない色の下着を選ぶほうである。
1.77 1.01 2.68 1.01 -12.82*** 12.夏は目立たない下着
13.冬は見た目を重視し，コートでの着ぶくれを避
け，防寒具はマフラーだけにする。
1.72 0.90 1.80 0.89 -1.33 13.冬はマフラーだけ
14.雪ブーツは機能性よりデザインを重視するほう
である。
1.87 0.97 2.36 1.01 -6.91*** 14.ブーツデザイン重視
15.夜間は危ないので，なるべく目立つ白やベージュ
などのコートやマフラーを着用するほうだ。
1.56 0.79 1.65 0.87 -1.27 15.夜は目立つコートマフラー
16.少し暑かったり寒かったりしても，見た目を重
視して我慢することがある。
2.03 0.94 2.34 0.92 -4.61*** 16.見た目重視
17.制服を着るとスイッチが入る。 1.87 0.96 2.06 0.95 -2.68** 17.スイッチ
18.制服を着ると緊張感がもてる。 1.92 0.97 2.05 0.89 -2.11* 18.緊張感
19.自分で制服にアイロンをかけるほうだ。 1.45 0.81 1.75 0.98 -4.82*** 19.自分でアイロン
20.制服の洗濯の仕方を知っている。 2.02 1.09 2.09 1.08 -0.96 20.洗濯法がわかる
21.冬服は動きにくいと感じることがある。 2.73 1.05 2.58 1.04 2.05* 21.冬服は動きにくい
22.制服は着脱しづらいと感じることがある。 2.57 1.00 2.61 1.01 -0.58 22.着脱しづらい
23.今の制服には満足している。 2.69 1.02 2.40 1.02 4.12*** 23.制服に満足
24.白，黒，紺以外の色の制服に興味がある。 2.01 1.05 2.63 1.10 -8.15*** 24.白黒紺以外に興味
25.シャツやブラウスはパステルカラーが良いと思
う。
1.89 0.91 2.33 1.08 -6.15***
25.シャツブラウスはパステ
ル
26.服装が自由な学校はうらやましいと思う。 2.18 1.12 2.45 1.17 -3.43*** 26.自由うらやましい
27.シャツやブラウスの下に，白以外の色や柄物の
Tシャツや下着を着ることがある。
2.16 1.16 2.56 1.20 -4.85*** 27.色柄物の下着
28.ネクタイ，リボンを緩めてつけるほうである。 1.74 1.00 2.02 1.08 -3.80*** 28.ネクタイリボンを緩める
29.腰パンをしたり，スカート丈を短くしたりして
いる。
1.71 0.91 2.41 1.04 -10.17***
29.腰パン，スカート丈を短
く
30.かかとを踏んで靴を履いている。 1.63 1.00 1.51 0.91 1.88 30.かかとを踏む
31.シャツやブラウスのボタンを規定より多く外し
て着ている。
1.67 0.92 1.66 0.93 0.23 31.ボタンを多く外す
32.休みの日も制服を着て外出する。 1.40 0.77 1.72 0.91 -5.39*** 32.休みの日も制服
33.放課後，制服のまま寄り道をすることに抵抗が
ある。


























図2-1 調査対象校の制服（富山Toyama） 図2-2 調査対象校の制服（東京Tokyo）





Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
31.ボタンを多く外す .764 .137 -.021 -.129 .029
29.腰パン，スカート丈を短く .762 .183 .051 .034 -.094
27.色柄物の下着 .644 .198 .100 -.226 -.049
16.見た目重視 .583 .116 .239 .273 -.010
9.人と同じは嫌 .528 .075 .047 .322 .129
10.カバンや靴は派手 .473 .242 .291 .217 .049
25.シャツブラウスはパステル .112 .803 .189 .144 .084
24.白黒紺以外に興味 .252 .744 .133 .089 -.032
26.自由うらやましい .254 .671 -.127 .027 .190
17.スイッチ -.051 -.087 .769 .145 .086
3.制服の自分良い .268 .071 .639 .184 -.275
2.型崩れ気を付ける .141 .109 .598 .136 .153
4.制服の異性良い .110 .398 .525 -.032 .004
12.夏は目立たない下着 -.133 .106 .048 .791 -.091
15.夜は目立つコートマフラー .094 .090 .295 .655 -.015
13.冬はマフラーだけ .486 .021 .176 .581 .182
21.冬服は動きにくい .016 .082 -.024 .039 .849
22.着脱しづらい -.003 .085 .104 -.048 .799



















































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
29.腰パン，スカート丈を短く .752 .407 .051 .165 -.133 .191
31.ボタンを多く外す .691 .407 -.041 .037 -.053 .404
28.ネクタイリボン「を緩める .647 .300 -.031 .148 -.047 .109
30.かかとを踏む .438 .193 -.161 .120 -.037 .126
25.シャツブラウスはパステル .329 .729 -.042 -.011 .001 .288
26.自由うらやましい .282 .608 -.009 -.140 .165 .400
24.白黒紺以外に興味 .316 .573 .060 .163 .077 .230
23.制服に満足 -.011 -.390 .050 .377 .002 -.340
1.型崩れが気になる -.027 .067 .890 .258 -.061 .257
2.型崩れ気を付ける -.025 .075 .800 .308 .059 .334
20.洗濯法がわかる .006 .006 .383 .213 .188 .363
3.制服の自分良い .224 .159 .250 .666 -.061 .302
17.スイッチ .027 .054 .285 .555 .066 .242
4.制服の異性良い .251 .216 .249 .530 -.187 .183
5.私服より制服 .122 -.234 .093 .460 -.209 -.264
22.着脱しづらい .029 .174 .004 -.145 .753 .250
21.冬服は動きにくい -.160 .058 -.025 -.100 .738 .196
10.カバンや靴は派手 .364 .466 .195 .209 .013 .522
16.見た目重視 .338 .400 .110 .114 .010 .510
9.人と同じは嫌 .272 .426 .098 .179 .082 .439
19.自分でアイロン -.048 .020 .357 .188 .164 .422
13.冬はマフラーだけ .240 .298 .213 .174 .074 .421
累積寄与率（％） 14.03 25.64 32.96 37.63 40.78 42.91
Ⅰ制服の着崩し 1.000 .471 -.038 .229 -.142 .242
Ⅱ個性表現の願望 1.000 .021 -.012 .044 .510
Ⅲ制服の管理 1.000 .353 -.004 .260
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和文要旨
本研究では，東京都と富山県の男女高校生811名を対象に「ひと月のお小遣いの額」，「現在の満足度」，「制服着装行
動」について質問紙調査を行い，制服が高校生の行動・生活に与える影響を明らかにした。
1）「ひと月のお小遣いの額」について，男子の平均額が富山（4,587円），東京（5,822円）であった。女子の平均額は，
富山（4,173円），東京（7,369円）であった。東京都の男子高校生のお小遣いの額は10年前の47％水準であり，生徒の
経済状況は厳しい状況にあると考える。
2）「満足度」について，「制服」に満足している高校生は，富山の女子（10.7％），東京の女子（17.7％），富山の男子
（18.6％），東京の男子（17.4％）と低い。男子学生の制服満足度は東京と富山間で差が見られない。女子学生は富山
の女子学生が東京の女子学生に比べて満足度が低いので，対策が求められる。
3）「高校生の制服着装行動」の構造を見ると，男子高校生は，『制服の着崩し』『個性表現の願望』『制服への愛着』『制
服着用時の外見』『制服の機能性』の5因子，女子高校生は『制服の管理』因子が追加され，6因子で構成された。
